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大腸菌のパスウェイエンジニアリングによる安価な基質からのパクリタ

キセル前駆体タキサジエンの効率的生産

○竹村秀史 1、鈴木宗典 1、梅野太輔 2、原田尚志 3、三沢典彦 4、石井純 5、近藤昭彦 6、播本孝史
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【背景】テルペノイドは有用な生理活性を有する化合物が数多く存在し、これらの化合物生産は

多段階の有機合成を必要とすることから組換え微生物を用いた生合成研究が盛んに行われてきた。

本研究では、抗悪性腫瘍剤パクリタキセル前駆体のタキサジエンに着目し、テルペノイド基本代

謝経路を改変した大腸菌を用いて、Lithium acetoacetate(LAA)からの効率的な生産を試みた。
【方法と結果】ゲラニルゲラニル二リン酸合成酵素及びタキサジエン合成酵素遺伝子発現プラス

ミドと、ファルネシル二リン酸を LAAから生産するメバロン酸経路遺伝子群発現プラスミドを共
導入した大腸菌の培養菌体抽出物を分析したところ目的の taxa-4(5),11(12)-dieneが検出された。
さらに大腸菌宿主株、培養温度、pH、IPTG濃度、金属イオン添加等の培養条件検討を行った結
果、培養液 1 L当たり約 200 mg/Lの taxa-4(5),11(12)-dieneを生産した。本研究は、経済産業省
委託事業「革新的バイオマテリアル実現のための高機能化ゲノムデザイン技術開発」の一部とし

て実施された。
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